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東京外国語大学学
長・国際関係論

1936年民野県生ま
れ。蒋3に「北京烈
烈」「香地図州J 「中
国・台湾・香港」な
ど。

中
国
と
フ
ラン
ス
と
の
聞
に
は、
多

く
の
共
通
性
が
あ
る。
東
西
文
明
の
中

心、
フ
ラ
ン
ス
語と
中
国
語（
北
京
語）

の
がん肱
車問、
中
国
料
理
と
フ
ラ
ン
ス
料

理
の
普
通性、
毛
沢
民
と
ド
ゴ
l

ル
に

代
表
さ
れ
る
強
烈な
ナ
ショ
ナ
リ
ズ
ム

等々
。

も
う
大
分
昔
に

な
る
け
れ
ど、

高
校
生
の
時
に
フ
ラン
ス
語
を
学
ん
で

い
た
私
た
ち
は、
文
化
祭の
展
示
で
フ

ラ
ン
ス
の
国

民性を
解
説す
る
際
に、

「
中川下
思
想」
と
品川
い
た
こ
と
が
あっ

た。そ
の
フ
ラン
ス
に
は、
シ
ノロ
ジ
l

（
中
国
学）
の
永
い
伝
統
が
あ
る。
早

く
に
わ
が
国
で
邦
訳さ
れ
たエ
ドゥ

ア

ル
・
シャ
ヴァ
ン
ヌ
の
『
司
馬
避
と
史

記』
や
ア
ン
リ
・
マ
ス
ペ
ロ
の
『
道

教』
、

近
く
は
レ
オ
ン
・
ヴァ
ン
デ
ル

メ
l

ル
シュ
の
『
ア
ジ
ア
文
化
闘
の
時

代』
と
いっ
た
本
を一
読
す
れ
ば、
そ

の
学
問
的
水
油
の
高
さ
に

圧
倒さ
れ
喜
つ。

そ
う
し
た
フ
ラン
ス
の

現
代
中
国
学
界
と
学
術
交

流
を
続け
て
き
て、
も
う

か
仇
こ
れ
四単

立起の輝

弓が

過白河－たop七、
沖仙、

クロ
ー
ド・

カ
ダ
l

ル
氏

と
そ
の
誕
チェ
ン・
イン

シ
ア
ン
さ
ん
と
私
と
の
交

流
か
ら
次
第
に
輸
が
広
が

っ
た
も
の
で
あ
る。

なかじま

中 l嶋

四半世紀の
日仏交流を

振り返って

お
位
話
し
て
二
年
後
の一
九
七
O
年

盟、
詩
港
に
お
い
て
で
あっ
た。
当
時、

中
国
で
は
文
化
大
革
命
が
盛
り
上
がっ

て
お
り、
フ
ラ
ン
ス
で
も一
九
六
八
年

のパ
リ
「
五
月
革
命」
の
熱
気
が
ま
だ

続
い
て
い
て、
サ
ル
ト

ル
に
代
表
さ
れ

る
フ
ラ
ン
ス
の
知
識
人
に
は、
「
毛
沢

一以
恩
組」
に
共
闘
す
る
人々
が
多
かっ

た。
し
か
し、
こ
の
両
人
は、
そ
う
し

た
雰
囲
気
か
ら
冷
め
て
い
て、
そ
の
こ

と
は
フ
ラン
ス
中
国
学
界の
堕
鎮
ル
シ

〈

ア
ン
・
ピ
ア
ン
コ
教
授
（
社
会
科
学
高

等
学
院）

・ヤと
の
共
著
『
中
国へ
の
冷

静
な
眼』
に
も
現
れ
て
い
た。

カ
ダ
1

ル
氏
は
や
が
て
金
フ
ラ
ン
ス

政
治
学
財
団
国
際
関
係
研
究
調
査
セ
ン

タ
ー

（
C
E
R
I）

の
中
間
・
極
点
部

長
と

な
り、
チェ
ン
さ
ん
も
問
主
任
研

究
員
に

なっ
た
が、
日
本
学
術
振
興
会

の
支
蟹
に
よ
る
品
初
の
日
仏
セ
ミ
ナ
ー

「
現代中
国
の
政
治
と
国
際
関係」
が

セ
l

ヌ
河
畔
の
C
N
R
S
（
フ
ラ
ン
ス

間
立
中
央
科
学
研
究
院）
で
聞
か
れ
た

の
は、一
九
八
四
年
の
容
れ
で
あっ
た。

セ
ミ
ナ
ー

の
成
果
は、
カ
ダ
l

ル
氏
と

私
と
の
共
編
著
『中
国
の
戦
略
と
簡
の

変
身』
と
し
て
フ
ラン
ス
語
で
出
版
さ

れ
た。

。

． 

。

こ
の
よ
う

な
交
流
は、
や
が
て
文
部

由

同

水

塑

時寺iずーλ極主3
98年4月、仏モンパルナス腫地で行われた髭述之、
陳碧蘭夫妻の泊灰埋葬式（右から3人目が鑑者）

中
国
共
産
党
草
創
期
の
最
高
指
持
者

の一
人
で
「
中
国
の
トロ
ッ
キ
ー」

と

も
雪国
え
る
夢
述
之
の
娘
婿
と
実
娘
で
も

あ
る
こ
の
個
性
的

な
カ
ッ

プ
ル
に
私
が

最
初
に
出
会っ
た
の
は、
フ
ラ
ン
ス
亡

ひそ

命
中
の
彰述
之
の
密
か

な
来
日
を
私
が

省
毘
点
領
域
研
究「
東
ア
ジ
ア
比
較
研

筑斗
よ
＋
れA
中
握l
A丸隼
鹿
寸A？

と

受d継
が
れ、
こ
の
大
型
プロ
ジェ

ク
ト

に
は
フ
ラン
ス
の
研
究
者
も
何
人

か
参加
し
た。
こ
れ
ら
の
学
術
交
流
を

さ
ら
に

引去継い
だ
の
は、
一
九
九
二

年
度
か
ゑ寸
固
ま
で
八
年
間
に
わ
た
る

同
科
学
研
究
自
国
際
学
術
研
究
で
あ

り、
こ
の
問、
臼
仏
共
同
研
究パ
リ
会

識
が
毎
年
開
館
さ
れ
た。

去
る一
月
二
十
八、
二
十
九
の
両

日、
パ
リ

の
社
会
科
学
高
等
学
院
で
聞

か
れ
た
本
年
度
の
パ
リ
会
議
で
は、

「
中
国
の
間
有
企
業
改
革」
「
中
国
都

市
部
に
お
け
る
中
間
層
の
形
成」
「
返

還
後
香
踏
の
法
的
変
化」
「
米中
関
係

と
知
的
所
有
権」
「
当
面
の
田
中
関
係

と
台
湾」

な
ど
が
熱
心
に
討
議
さ
れ

た。メ
ン
バ
ー

と
し
て
は、
フ
ラン
ス
側 ち

目、現実に対し厳い
且Et－－J
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か
ら
先
の
カ
ダ
l

ル
失
夏、
ヴァ
ン
デ

ル
メ
l

ル
シュ
名
替
教
授
（
パ
リ
第五

大
学）

、
ビ
ア
ン
コ
教
授
に
加
え
て
何

人
か
の
中
堅
研
究
者
が
加
わ
り、
今
回

の
日
本

側参加
者
は、
中
mA
和
均伸
次（
京

大
教
授）

、
小
島
朋之
（
盛
大
教
授）

の
両
氏
を
含
む
九
名
で
あっ
た。
会
議

で
は、
英
語
を
共
通
語
と
し
て
討
論
す

る
の
だ
が、
回
を
毘
ね
て
い
る
と、
聴

き
取
り
に
く
い
フ
ラ
ン
ス

地りの
喪
語

に
も
伯
れ、
お
互
い
の
滋
見
も
わ
かっ

て
き
て、
激
し
い
論
争
が
あっ
て
も
学

び
あ
え
る点
が
多
い。

ア
メ
リ
カ
の
研
究
動
向
が
理
論モ
デ

ル
に
傾
き
が
ち
で
あ
る半
面、
と
か
く

政
策
志
向型
で
米中
関
係

な
ど
に
影
響

さ
れ
や
す
く、

中
国
に
甘
い
見
方
が
多

い
の
に
た
い
し、
フ
ラ
ン
ス
の
場
合
は、

歴
史
実
証
主
義
が
主
流
で
あ
る
け
れ

ど、
人
権
や
民
主

な
ど中
国
の
現
実
に

つ
い
て
盛口
わ
め
て
厳
し
い
回
を
注
い

で
い
る。
し
か
も底
流
に
は
フ
ラン
ス

社
会
学
の
学
問
的

な

伝統が活き
て
い

る
よ
う
に
恩
わ
れ
る。
ピ
ア
ン
コ
教
授

が、
今
日
で
も
鹿
村
に
存
在
す
る
旧
中

富広
来
わ「
減
誠一
へ
付
客
同町
立こ
よ

ゑ掛Z

与に例
示
しに
こ
と
も

印
象
深
かっ
た。

。

。
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と
も
あ
れ
私
た
ち
の
日
仏
共
同
研
究

は、
お
そ
ら
く
社
会
科
学
分
野
で
は唯

→ゆ問

仏閣の良湖交流一au玄寸臼ー

ま
で
続い
て
き
た。
モ
ノ
ペ

レ
ナ
ス
遁

地
で
の
膨
述
之
・
陳
碧
蘭
夫
妻
の
埋
葬

式
に
は、
私
た
ち
の
メ
ン
バ
ー

が
多
数

参
列

したPも
し
た
（
本
紙
九
八
年
四

月二
十一
日
夕
刊）

。
し
か
し、
い
ず

れ
の
物
事
に
も
終
わ
めか
あ
る
限
り、

や
は
り
こ
の
あ
た
り
で
締
め
く
く
る
の

が
よい
の
で
は

な
い
か、
と
私
は考
え

て
い
た。

こ
う
し
て
今
回
が
最後
のパ
リ
会
議

に
は、
かつ
て
共
同
研
究
の
メ
ンバ
ー

の一
人
で
あっ
た
小
倉
和
夫
駐
仏
大
使

夫
裂
も
着
任二
回
目
だ
と
い
う
の
に
会

食
会
に
出
席さ
れ
た。
私
が
終
わ
り
の

壌と
謝
辞
を
述べ
た
時、
カ
ダ
1

ル

夫
裂
の
自
が
潤
ん
で
い
た
と
聞
い
て、

私
の
楽
し
い
苦
労
が
報
わ
れ
た
思
い
で

も
あっ
た。
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